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本課題は、機能的に近い遺伝子が系統的に集められ、RNA の産生を総合的に制御する「転写

ファクトリー」の概念を実験的に立証し、遺伝子の位置情報から機能を予測する新たな研究シ

ーズの創出を目指すものである。 

フェーズ１では、iChip技術により、多くの補候因子から新規遺伝子の同定に成功するなど、今

後の展開が期待できる成果が得られた一方で、転写がクラスターとして制御されることによる

機能への影響についてなど、「転写ファクトリー」概念を支持する情報は十分とは言えない状況

であった。フェーズ２では概日リズム研究へ展開する計画が示されたが、まずフェーズ１の成果

論文の発表についても着実に進め、フェーズ１の課題である転写ファクトリーの存在証明と機

能解明に注力いただきたい。 

 

以上 


